
1 北陸地建株式会社 金沢市 建設業

2 株式会社ビー・エム北陸 金沢市 ビルメンテナンス業

3 北川ヒューテック株式会社 金沢本社 金沢市 建設業

4 第一電機工業株式会社 金沢市 建設業

5 有限会社森物産 輪島市 採石業

6 森土木工業株式会社 輪島市 建設業

7 有限会社森運輸 輪島市 運輸交通業

8 酒井工業株式会社 金沢市 建設業

9 兼六建設株式会社 金沢市 建設業

10 日機装株式会社 金沢製作所 金沢市
一般機械器具
製造業

11 能登建販株式会社 穴水町 その他の商業

12 株式会社山﨑組 本社 白山市 建設業

13 みづほ工業株式会社 金沢市 建設業

ゼロ災Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ！2017参加事業場

本キャンペーンの趣旨にご賛同いただき、積極的に取り組んでいただける事業場です。
期間中のゼロ災達成を目指して、頑張ってください！

所在地 業　種№ 事業場名

○ 製作所内全体朝礼での宣言
○ 各部署ごとの無災害記録を「見える化」掲示
○ 従業員玄関への、転倒防止注意掲示
○ 従業員玄関への、滑り止めマットの設置

※掲載順は、参加申し込みいただいた順となっております。

○ 10月1日のグループ全体朝礼において、今年も「ゼロ災Challenge！2017」に参加するこ
　 とを表明し、宣言文を読み上げる。
○ 会社玄関及び休憩室に宣言文と期間中の労働災害発生ゼロに関するポスターを作成し掲示する。
○ 各月1日と15日の全体朝礼において、労働災害に関する状況と仕事上気づいた点を発表する。
○ グループ重点活動内容
　 ・ 定期健康診断(10月)の100％受診とその後のケアの強化
    ・ 時間に余裕を持った行動と現場作業の早めの終業

○ 10月1日のグループ全体朝礼において、今年も「ゼロ災Challenge！2017」に参加するこ
　 とを表明し、宣言文を読み上げる。
○ 会社玄関及び休憩室に宣言文と期間中の労働災害発生ゼロに関するポスターを作成し掲示する。
○ 各月1日と15日の全体朝礼において、労働災害に関する状況と仕事上気づいた点を発表する。
○ グループ重点活動内容
　 ・ 定期健康診断(10月)の100％受診とその後のケアの強化
    ・ 時間に余裕を持った行動と現場作業の早めの終業

○ 10月1日のグループ全体朝礼において、今年も「ゼロ災Challenge！2017」に参加するこ
　 とを表明し、宣言文を読み上げる。
○ 会社玄関及び休憩室に宣言文と期間中の労働災害発生ゼロに関するポスターを作成し掲示する。
○ 各月1日と15日の全体朝礼において、労働災害に関する状況と仕事上気づいた点を発表する。
○ グループ重点活動内容
　 ・ 定期健康診断(10月)の100％受診とその後のケアの強化
    ・ 時間に余裕を持った行動と現場作業の早めの終業

○ 期間中の安全衛生重点目標を「高年齢労働者の労働災害防止」とし、高年齢労働者の特性(加
　 齢に伴う身体的・精神機能の低下)について社内会議で伝達し、特に平衡機能の衰えを体感す
　 るため、9月～12月の社内会議時に出席者の「片足立ち持続時間」を測定し記録に残すこと
　 で、老化の進みぐあいを数値化し実感してもらう。(各工事現場においても出来る限り行うも
　 のとする。)
○ 転倒災害の防止について、引き続き「ＳＴＯＰ！転倒災害プロジェクト」を参考に重点的に取
　 組、転倒災害の防止を目指す。

○ 墜落・転落災害の防止
○ 重機災害の防止
○ 転倒災害の防止
○ 工具による災害の防止(保護メガネの使用の徹底)
○ 5Ｓ運動の実施

期間中の取組予定又は意気込み

○ 私達は、「ゼロ災Challenge！2017」に参加し、労使協力して労働災害防止のための取組み
　 を行い、期間中の労働災害ゼロを達成します。

○ 期間中(10月～12月)の労働災害発生ゼロを宣言します。
○ 働く人の健康の確保・増進を図り、快適に働くことができる職場づくりに取り組みます。
○ 「ゼロ災宣言」は毎月発行する広報誌に掲載し、各現場にも掲示して運動の周知に努めます。
○ 当社の清掃業務の従事者は高年齢者が占める割合が高く、特に転倒災害防止に注力していきま
　 す。
○ 現場でのストレッチ体操等を導入していきます。

○ 労働安全衛生委員会の開催(月1回)
  　 ・ 災害事例検討　・ ヒヤリハット事例発表　・ リスクアセスメント
○ 各種労働安全運動への積極的な参加
　   ・ 10月1日～10月7日　全国労働衛生週間
 　  ・ 12月1日～1月15日　年末年始労働災害防止強調期間
○ 新規入場者教育等安全教育及び現場指導の徹底
○ 各種事故防止資料の発出(現場等の掲出)
　　・ 事故防止10教訓　・防衛運転のすすめ　・現場安全のために
○ 2週間ごとの安全標語・労働安全標語の掲出

年間スローガン「危険といえる勇気 みんなで声掛け合う安全職場」を基に、
○ 全国衛生週間期間中の10月3日に平成29年度労働衛生大会開催
○ 建設現場の衛生パトロールの実施（10月第1週）
○ 年末に経営者による災害防止強化パトロールの実施
○ 協力会社事業主研修等の実施
○ 高齢者の働きやすい環境づくりの推進を図る。
　 ・ 転倒災害防止として、段差の排除・突起物等のない通路を確保する。
　 ・ 重量物等の取扱いを排除する。
　 ・ 休憩時間を長くする。

○ 建設機械、トラックからの転落・転倒災害の撲滅

○ 株式会社山﨑組は、「安全」と「健康」を最優先し、安全で快適な職場環境の形成を目指す。
○ 従業員出入口に、「ゼロ災Challenge！2017参加中」の周知ポスターを設置し、安全意識を
　 高める。
○ 始業前の問診による健康状態の確認と、就業中での健康急変時における連絡・対応手段のマニ
　 ュアル作成。
○ 階段や狭い通路での転倒防止のため、照明の設置と蛍光色のテープやペイントで、視認性の向
　 上と注意喚起を行う。
○ 安全に通行できるように、通路の明示を行い、道具などの放置禁止とスリップ防止のマットを
　 敷設する。

高年齢労働者に係る労働災害防止のために
○ みづほ３Ｓ活動（整理・整頓・清掃）の徹底
　 ・ 作業通路・階段・出口に物を放置しない
　 ・ 床面の凹凸・段差などの解消
　 ・ 効率的な収納
　 ・ 安全に移動できるように十分な明るさを確保する。
○ 転倒を防止するための教育
　 ・ 時間に余裕を持って行動する
　 ・ 足元が見えにくい状態で作業をしない
　 ・ 滑りやすい場所等に注意喚起の標識をつける



14 安房運輸株式会社 金沢営業所 金沢市 運輸交通業

15 株式会社岡組 金沢市 建設業

16 真柄建設株式会社 金沢市 建設業

17 株式会社明翫組 金沢市 建設業

18 東亜電機工業株式会社 P＆D事業部 小松市
電気機械器具
製造業

19
加賀建設株式会社

　（Ｈ28・29 今町インター改良工事）
金沢市 建設業

20 松谷建設株式会社 志賀町 建設業

21 株式会社絹川商事 建設部 野々市市 建設業

22 加賀建設株式会社
（金沢外環状道路 海側幹線Ⅳ期地方道改築工事(改良工その15)）

金沢市 建設業

23 協和道路株式会社 白山市 建設業

24
日本郵便輸送株式会社 北陸支社

金沢営業所
金沢市 運輸交通業

25 高田・大三特定建設工事共同企業体
（平成29年度 七ツ屋水管橋耐震化に伴う下水道管布設工事(右岸部)）

金沢市 建設業

26
清水建設株式会社 北陸支店
　(北陸幹園町Bi新設他工事）

小松市 建設業

27 ケアハウス和 加賀市 社会福祉施設

28 米沢電気工事株式会社 本社 金沢市 建設業

29 株式会社テラ・テック 宝達志水町
プラスチック
製品製造業

30 株式会社大同テクノ 加賀市
一般機械器具
製造業

○ 高年齢労働者に係る労働災害防止対策
　・ 段差のない作業床(敷鉄板)整備、敷鉄板上のドライ状態の維持、照度の確保、高所作業を回
　 　避した配置計画、声掛け巡視の徹底
○重機及びクレーン関連災害防止対策
　・ 立入禁止措置の徹底、パーグー運動の励行、3・3・3運動の励行、誘導員の適正配置と合図
　　 の方法の事前確認、吊荷直下の人払いの徹底
○ 墜落・転落災害の防止対策
   ・ 手すりや幅木、ネットの先行設置、使いやすい昇降設備の設置、がっちり安全帯運動の徹
　　 底、掲示物等注意喚起の見える化

○ 取組期間中、毎月1日を労災事故防止強化日として、点呼等で労災事故防止の社員への注意喚
　 起を実施するとともに、郵便局での積卸時の立会監査を強化して、期間の事故ゼロを目指す。

○ 本現場は、立坑工事と推進工事が主要工種であるので、墜落災害や管内での酸欠等の災害を防
　 止するよう元請・協力業者が知恵を出し合い、安全な作業環境を構築する。そして、無事故で
　 竣工を迎えます。

○ 作業環境の整備(段差・開口部・吐出部の除去、照明による足元照射等)
○ 作業方法の検討(足場等設置が困難な高所作業時のリフトによる安全作業、年齢に応じた作業
　 内容及び作業手順の確認)

○ 現場・倉庫内の整理整頓
○ 安全パトロールの実施
○ 労災事故に関わらずとも、車両事故をなくすよう努力する。

○ はっきり合図　しっかり準備　心の安全　再確認　1人1人の力が集まり　労働災害ゼロ活動
○ 決められた現場のルール、注意事項を守る。
○ 自分の安全は自分で守り、仲間の安全は全員で守る。

○ 「安全意識は命綱　しっかり締めて　目指そう危険ゼロ」
○ 我々は自分の体は自分で守るという安全の基本を認識し、一人ひとりが安全な作業を心がけ
　 ㈱絹川商事の現場において災害を絶対おこさないよう一層の努力に取組み、安心して働ける職場
　 にすることを誓います。

○ ポスター掲示にて意識付け
○ 事務所内会議にて全職員に研修を実施し周知
　(高年齢者の行動災害防止を重点とし資料の配付・担当者による説明)
○ 衛生委員会で労災の把握、防止策を検討
○ ヒヤリハットを周知、防止策が実施されているかを確認

○ 転倒災害防止対策
　・段差の解消、照明の確保
○ 安全への意識付け
　・ 標語募集

○ 毎月の実施事項
　 ・ 安全衛生委員による安全衛生委員会の開催
　 ・ 各部署安全管理者による安全衛生パトロールの実施
○ 期間中実施予定事項
    ・ 協力業者の事業主研修会（10月）
　 ・ 社長特別安全衛生パトロール（11月）
　 ・ 協力業者事業主安全衛生パトロール（12月）
 　・ 安全部員による安全部自主パトロール（毎日）
○ 期間中に高齢者(50歳以上)による身体能力セルフチェックを行い、閉眼片足立ちの時間を測定
　 し、期間中繰り返し行うことにより体幹を鍛え、転倒・転落災害の防止に努めます。

○ 高年齢者の安全衛生上の課題として、健康診断の結果から有所見者に対する保健指導及び再受
　 診を勧奨する。（問題があっても放置せず、治療につなげる。）

○ 労災防止について、点呼時に注意喚起をする。
○ フォークリフトなど、積極的に講習を受講させ、資格取得100％を目標とする。
○ はい作業など荷の取り扱いに関する教育を実施する。
○ パレットの正しい使い方、誤った重ね方などを社内の物品を用いて指導する。

○「やる気満々ゼロ災害!!」を合言葉に、期間中の無災害を達成します。
○ 安全衛生大会の開催（平成29年10月2日）
○ 月1回、安全衛生パトロールの実施
○ 各現場で安全衛生協議会の実施
○ 掲示するもの(作業手順・ポスター等)は、見やすいように工夫する。
　 ・ 10月1日～10月7日　　全国労働衛生週間の掲示
    ・ 12月1日～1月15日　　年末年始労働災害防止強調期間の掲示

○ 期間中は「ヒューマンエラー」を見据えて「リスクアセスメントの実施・展開」を重点活動と
　 して継続し、作業所の指導を強化するとともに、協力会社及び作業員の日常安全活動(作業手
　 順書の作成、ＫＹ活動)を展開することにより確実な定着と全作業所のでの実施を推進すると
　 共に、「高年齢労働者」の適正配置及び過重労働防止を日々の作業打合せ時に指導・監視を
　 実施する。

○ ＡＢＣ運動（Ａ＝あたりまえのこと、Ｂ＝ばかにせず、Ｃ＝ちゃんとやる）に伴い、本社、各
　 作業所において、足場、転落墜落、飛来落下、崩壊倒壊、車両系建設機械、クレーン等、玉掛
　 け用具、感電の危機、交通、快適職場、衛生、転倒災害について適切な状態での作業環境を掲
　 示物で「見える化」し、視覚で確認する活動を展開すると共に、各作業所には店社安全パトロ
　 ール等において､取組みの指導を徹底し災害ゼロを目指す。

○ 重量体感・挟まれ体感教育の実施
○ 商用車ドライブレコーダ解析による安全運転指導の実施
○ ヒヤリハット提案を参考とした労働災害防止活動の展開
　・ 構内駐車場でのヒヤリ対策の実施
   ・ つまづき転倒ヒヤリ対策の実施

○ 取組期間中の第１・第3月曜日に現場総点検を実施する。
○ 体調の把握のため、期間中の月・水・金曜日に各自作業前の血圧測定・記録を徹底する。
○ 労働災害の事例・注意事項の周知会の定期開催。



31 有限会社昌和商事 小松市 その他の商業

32 名工建設株式会社 北陸支店 金沢市 建設業

33 日本海電化鋳造株式会社 津幡町 鋳物業

34 株式会社キンセイ 輪島市 建設業

35 中川製紙株式会社 白山市
パルプ・紙
製造業

36 清水建設株式会社 北陸支店
（医療法人社団友愛病院会内灘温泉病院・同保養館建設工事）

内灘町 建設業

37 株式会社小山組 金沢市 建設業

38 株式会社オノモリ 能美市
一般機械器具
製造業

39 北菱電興株式会社 本社 金沢市 建設業

40 北菱電興株式会社 開発センター 白山市
電気機械器具
製造業

41 北菱電興株式会社 いなほ工場 金沢市
電気機械器具
製造業

42 北菱電興株式会社 流通センター 金沢市 卸売業

43 特別養護老人ホーム　眉丈園 羽咋市 社会福祉施設

44 石川建設工業株式会社 金沢市 建設業

45 清水建設株式会社 北陸支店
（浅野川線三ツ屋～大河端間送水管埋設工事(土木工事)）

金沢市 建設業

○ 高齢労働者にかかる労働災害防止対策
　 ・ 作業環境の見直しと整備、保護具の見直しと整備
○ 転倒災害防止対策
　 ・ 構内で転倒災害が発生しそうな箇所の発見、整備
○ 工場内の危険箇所の総点検
　 ・ 全社を挙げて危険箇所の総点検

○ 社内巡視の強化
○ 安全衛生委員会を通して安全意識を高めるよう全社員に指導・周知
○ ストレスチェック制度の実施（派遣労働者等を含めた全社員対象）
○ 高年齢労働者に係る労働災害防止対策

○ 社内巡視・現場パトロールの強化
○ 安全衛生委員会を通して安全意識を高めるよう全社員に指導・周知
○ ストレスチェック制度の実施（派遣労働者等を含めた全社員対象）
○ 高年齢労働者に係る労働災害防止対策

○ 転倒災害ゼロを目指す！
　・ 水滴がある場合はすぐに拭き取り、滑りによる転倒防止対策を万全にする。
○ 腰痛労働災害ゼロを目指す！
　・ 毎朝と夕方及び夜勤前の腰痛予防体操の実施。
　　 特に高年齢労働者の腰痛予防に重点を置き取り組む
○ 危険箇所の早期把握と改善
　・ 労働災害防止のための職員版ヒヤリ・ハット記入シートを作成し、危険箇所の点検と是正
　　 措置を行う。

○ 高年齢労働者に対して、ヒアリングの機会を設ける
○ 作業通路の滑り止めテープを設置する
○ 作業から離れて休憩できるスペースを設置する
○ 作業場にベンチを設置して立位作業を減らす
○ 血圧計を常設して体調管理に努める
○ 始業時の体調チェックリストを活用して体調管理に努める

○ 社内巡視の強化
○ 安全衛生委員会を通して安全意識を高めるよう全社員に指導・周知
○ ストレスチェック制度の実施（派遣労働者等を含めた全社員対象）
○ 高年齢労働者に係る労働災害防止対策

○ 社内巡視の強化
○ 安全衛生委員会を通して安全意識を高めるよう全社員に指導・周知
○ ストレスチェック制度の実施（派遣労働者等を含めた全社員対象）
○ 高年齢労働者に係る労働災害防止対策

○ 「ゼロ災Challenge！2017」趣旨の周知徹底
○ 毎月2回の店社安全パトロールの実施
○ 月1回、安全衛生委員会の開催
○ 工事着手前の施工検討会の実施
○ 工事着手前のリスクアセスメントによる危険作業検討会の実施

○ 「ゼロ災Challenge！2017」キャンペーン参加周知徹底のため、全従業員へ回覧する。
○ 衛生委員会で「高年齢者労働者」の働き方、注意すべき事項を洗い出し、労働災害が起こらな
　 いよう、対策を検討する。

○ 初歩的な安全対策の再確認
○ 全体会議の実施による安全意識の高揚と連携によるチームワークの向上

○ 転倒災害事故　ゼロ件達成（管内の作業所における災害をゼロ件とする）
○ 以下の項目を主に、パトロール、巡回点検等で確認、指導を行う。
 　・ 安全作業通路の確保
　 ・ 通路段差部分の危険表示
　 ・ 高所における開口部手すり、巾木の設置と安全帯着用設備の充実

○ ～見落とすな　作業一つの小さな変化　未然に防ごう　労働災害～
○ 労使協力して労働災害防止のための取組をし、期間中の労働災害ゼロを達成します。

○ トップによる意思表明と関係労働者への意思統一及び安全意識の高揚
○ 安全パトロールによる職場の総点検
○ 安全ＤＶＤの視聴、小冊子の回覧、ＨＰでの安全衛生活動の発進
○ 毎週の朝礼時と交替引継ぎ時での安全スローガンの昌和
○ パトロールやヒヤリハット報告に対する対策の実行と進捗チェック
○ 高齢者災害防止のための、滑り止めテープ・ペンキによる対策と注意看板・ポスターの掲示
○ 「自分たちの職場や班から事故、災害、ケガ人を出さない」意気込みで仕事に取り組む。
上記７項目について、全社一丸となって取り組み、期間中の労働災害ゼロを目指します。

○ 見逃す心に　危険が潜む　みんなで守る　手順とルール
○ 休業災害ゼロ、三大災害（墜落・重機関連災害、崩壊、転倒）並びに第三者災害の絶滅
　 ・1人ＫＹの推進
    ・ 作業変更手順時のルール厳守
    ・ 重機関連災害防止
    ・ 墜落・飛来落下災害防止
 　・ 挨拶、ひと声かけあい運動の推進
    ・ 朝礼と現場ＫＹＭの全員参加
    ・ ダブルセーフティー、リスクアセスメントの実施
　 ・ 保護具の完全着用

○ 店社及び協力会合同安全パトロール
○ ゼロ災害達成のための「安全の見える化」の現場環境の構築
○ 高年齢労働者にやさしい現場環境の構築



46
清水・川田・豊蔵・表特定建設工事共同企業体
（北陸新幹線、手取川橋りょう他工事）

能美市 建設業

47 北陸電気工事株式会社 金沢支店 金沢市 建設業

48
北陸電気工事株式会社 金沢支店

金沢外線センター
金沢市 建設業

49
北陸電気工事株式会社 金沢支店

白山工事所
白山市 建設業

50 日本海建設株式会社 金沢市 建設業

51 株式会社スギヨ 北陸支店 金沢市 食料品製造業

52 わらべや日洋株式会社 北陸工場 白山市 食料品製造業

53 株式会社髙田組 金沢市 建設業

54 株式会社能登半島 七尾市 食料品製造業

55 北陸発電工事株式会社 七尾事業所 七尾市 建設業

56 株式会社ＮＴＮ能登製作所 志賀町
一般機械器具
製造業

57 大同開発株式会社 能登工場 輪島市
石油製品・石
炭製品製造業

58 大同開発株式会社 本社・川北工場 川北町
石油製品・石
炭製品製造業

59 金沢生コンクリート株式会社 金沢市
セメント・
同製品製造業

60 株式会社天狗中田本店 金沢市 小売業

61 沢田工業株式会社 金沢営業所 金沢市 建設業

【重点取組予定】
○ 高年齢（55歳以上）労働者に係る労働災害防止
○ 転倒災害の防止

石川県内での労働災害多発を従業員全員に周知し、会社方針の「安全最優先と法令並びに基本
ルールの遵守」の意識を改めて高揚させ、上記2点を重点取組みとし、労働災害ゼロを目指す。

【重点取組予定】
○ 高年齢（55歳以上）労働者に係る労働災害防止
○ 転倒災害の防止

石川県内での労働災害多発を従業員全員に周知し、会社方針の「安全最優先と法令並びに基本
ルールの遵守」の意識を改めて高揚させ、上記2点を重点取組みとし、労働災害ゼロを目指す。

○ 交通事故ゼロ
 　・ 外出ごとの安全運転の呼びかけ
 　・ ミーティング時での安全運転の指導

○ 墜落・転落災害防止対策
　 ・ 作業床、手すり、ネット等の設置による安全な作業場所の確保。
　 ・ がっちり安全帯運動の実施（腰より上部に先行し掛ける。）
 　・ 足場組立解体作業では、2丁掛けフルハーネス型安全帯の使用。
○ 重機・クレーン関連災害防止対策
　 ・ 車両系建設機械・移動式クレーンでの「ストリングキーの使用」、「シートベルトの 着
　　  用」、「立入禁止措置の徹底」、「吊荷直下の人払い徹底」、「パー・グー運動の徹
　　  底」、「降車時はキャタ上コーン設置」。
○ 高年齢労働者に係る労働災害防止対策
 　・ 段差のない安全通路の確保。
　 ・ 作業場の照度の確保。
　 ・平場での作業（昇降を伴う作業は極力減らす。）

上記の安全活動をＪＶ職員・職長・作業員全員が一体となって展開する。

【重点取組予定】
○ 高年齢（55歳以上）労働者に係る労働災害防止
○ 転倒災害の防止

石川県内での労働災害多発を従業員全員に周知し、会社方針の「安全最優先と法令並びに基本
ルールの遵守」の意識を改めて高揚させ、上記2点を重点取組みとし、労働災害ゼロを目指す。

○ 安全衛生大会を10月16日に開催（協力業者含め約70人）
○ 10月及び12月に経営者参加によるパトロールを実施する。
○ 安全部による現場パトロールを月2回以上実施する。
○ 高齢者に向けた「転倒災害防止」教育を現場で行う。
○ 新規入場者受入教育時に「中高年齢者への配慮」として死亡者数の多さを周知する。
○ 本社・営業所及び各現場事務所に「ゼロ災チャレンジ宣言」を配付・掲示する。

○ 全従業員一丸となり、“ゼロ災”を目指します！

○ 高年齢労働者に配慮した職場環境づくりや健康管理を行い、安全・安心な職場づくりを行う。
○ 「声掛け運動」を展開し、明るい職場づくりに努める。

○ 当社及び協力会社作業員全員を対象に安全作業の意思疎通を図るため「模範ＤＶＤ声掛け確
　 認運動」を視聴して意識高揚を図る。
○ 1回／週、安全推進協議会（顧客・当社・協力会社）現場パトロールを継続して実施する。
○ 高齢者・経験の浅い作業員に対して、下記事項を行い声掛けしやすい環境をつくる。
 　・ 当現場に初めて入る作業員、若年者に対して、ヘルメットに若葉マークを貼ってもらい、
　　  周囲の作業員からも認識できるようにする。
    ・ 高齢者に対しては、現場に高齢者の作業安全ポイントを現場に掲示し、ＴＢＭ-ＫＹ、ＱＹ
　　  時に活用することで、作業者全員の認識を高め作業安全に努める。

○ 年末の繁忙期に向けて工場全員に労働災害防止の意識を高めていきます。
○ 特に60歳以上の従業員にやさしい労働環境について配慮を行い、転倒防止等の対策を実施し
　 ていきます。

○ 期間中の取組：転倒防止活動の推進
 　・ 床面清掃機の管理及び清掃方法の改善
 　・ 冬季凍結による転倒防止ハザードマップの作成
　 ・ 労使安全パトロールの継続

○ 毎朝の作業前ミーティングを実施し、下記事項を実践する。
 　・ 作業手順の確認
　 ・ 危険有害要因の特定と見積り、対策（リスクアセスメントの実践）
　 ・ 問診を行い、体調管理に努める。
　　  特に高年齢作業者については、問診の結果を踏まえ、担当作業を決定する。

○ 期間中の労災ゼロをめざし、スローガンを提唱し、朝礼等で徹底を図る。

○ 加齢とともに動作が鈍くなることを自覚して、転倒災害が一番多くなる現状を従業員全員に周
　 知し、「滑り」・「つまづき」・「踏み外し」による三大原因を未然に防げるように、点検・
　 巡視を強化し、安全な職場環境づくりを目指します。

○ 階段に手すりを設置（事務所）
○ 薄暗い箇所に照明増設（工場）

○ 加齢とともに動作が鈍くなることを自覚して、転倒災害が一番多くなる現状を従業員全員に周
　 知し、「滑り」・「つまづき」・「踏み外し」による三大原因を未然に防げるように、点検・
　 巡視を強化し、安全な職場環境づくりを目指します。



62 環境開発株式会社 本社 金沢市
産業廃棄物
処理業

63 環境開発株式会社 新保処理工場 金沢市
産業廃棄物
処理業

64 環境開発株式会社 リサイクル工場 金沢市
産業廃棄物
処理業

65 上田運輸株式会社 本社営業所 小松市 運輸交通業

66 北陸電気工事株式会社 小松支店 小松市 建設業

67 興信工業株式会社 能登町 建設業

68 株式会社西中建設 能登町 建設業

69
清水建設株式会社 北陸支店

（学校法人金沢学院大学第四清鐘寮新築工事）
金沢市 建設業

70 株式会社スギヨ 北陸工場 七尾市 製造業

71 株式会社スギヨ 団地工場 七尾市 製造業

72
社会福祉法人篤豊会 介護老人保健施設

加賀中央メディケアホーム
加賀市 社会福祉施設

73 株式会社松原光工業 金沢市 建設業

74
清水建設株式会社 北陸支店

（金沢工大学園白山麓キャンパス建設工事）
白山市 建設業

75 株式会社丸中組 珠洲市 建設業

76 株式会社アメニテイ 珠洲市 建設業

○「ゼロ災Challenge！2017」参加の周知と啓蒙
○ ヒヤリハット情報吸上げの重点実施と対応
○ 全国産業安全衛生大会への派遣とセミナー受講
○ 年末年始無災害運動への協調活動の実施
○ 現場パトロールの強化
○ 現場改善活動（ＱＣ活動）への技術的支援の実施
○ 中央安全衛生委員会及び安全衛生推進委員会の開催

○ 全乗務員対象にアクセスチェッカー（反応・運転性向等検知機器の実施
　 特に高齢乗務員に実施後、面談実施
○ 乗務員による全体安全会議にて不安全箇所の改善、ヒヤリハットの実施
○ その他、前年度の「ゼロ災Challenge」を振り返り、反省と未達成課題への取組を実施

○ ゼロ災達成のため、全社員に周知徹底し、安全対策に取り組む。
　 ・ 現場責任者は、それぞれの現場状況、作業内容に応じて毎朝、予想される事故についてミ
　　  ーティングを行い指導注意する。
 　・ 始業前に仮設施設を含めた作業機械の点検を行う。
　 ・ 月1回の安全教育訓練を実施する。

○ 今期重点取組事項の高年齢労働者に係る労働災害防止対策への取組みを進める上で、まず、
　 ちょっとした気遣いや目配りからくる優しさに立った改善点を見出し、安全施設や安全作業へ
　 のサポートを充実させ、０（ゼロ）災害を目指します。

○「ゼロ災Challenge！2017」参加の周知と啓蒙
○ 全国産業安全衛生大会への派遣とセミナー受講
○ 中央安全衛生委員会及び安全衛生推進委員会の開催
○ 現場パトロールの強化
○ 転倒事故防止の徹底

○「ゼロ災Challenge！2017」参加の周知と啓蒙
○ ヒヤリハット情報吸上げの重点実施と対応
○ 全国産業安全衛生大会への派遣とセミナー受講
○ 年末年始無災害運動への協調活動の実施
○ 現場パトロールの強化
○ 現場改善活動（ＱＣ活動）への技術的支援の実施
○ 中央安全衛生委員会及び安全衛生推進委員会の開催

【重点取組予定】
○ 高年齢（55歳以上）労働者に係る労働災害防止
○ 転倒災害の防止

石川県内での労働災害多発を従業員全員に周知し、会社方針の「安全最優先と法令並びに基本ル
ールの遵守」の意識を改めて高揚させ、上記2点を重点取組みとし、労働災害ゼロを目指す。

○ 高年齢労働者に係る労働災害防止対策
　 ・ 玄関に交通安全ポスターを掲示し、通勤時の交通災害ゼロを達成します。
 　・ 玄関に転倒防止ポスターを掲示し、転倒災害ゼロを達成します。
 　・ 健康診断による有所見者への指導を行います。
 　・ 月1回の安全パトロールを実施します。
全社一丸で労働災害防止に努め、労働災害ゼロを達成します。

○ 危険な行為の写真を朝礼にて提示し、その行為を継続した場合にどういったことが起こるの
　 か、高齢者を含めた全員にイメージによる疑似体験をしてもらうことにより危険予防につな
　 げる。
○ 高齢者の履物を滑りにくいタイプのものに変更し、転倒を予防する。また、朝礼時に履物の
　 裏の目を確認する。

○ 事務所玄関から2階に上がる階段に手すりがなく、高年齢労働者に負担になるため、手すり
　 の増設を行う予定。
○ 現場内では長靴を履いて作業をしているが、高年齢労働者には負担になり、つまずくおそれ
　 があるため、軽量の安全スニーカーに変更予定。

上記2点を取組予定としてゼロ災にチャレンジしていきたいと思います。

○ 各作業所の朝礼において、リスクアセスメント・危険予知活動の実施
○ 毎月1回、全社員及び協力業者参加による安全衛生ミーティングを開催し、3大災害撲滅、交
　 通災害の防止、心身の健康と高齢労働者に係る労働災害を防止する。
○ 各作業所において、安全パトロールを実施し点検結果の見直しを行う。

「ゼロ災Challenge！2017」参加するにあたり、全社一丸となりゼロ災を達成します。

○ 今期重点取組事項の高年齢労働者に係る労働災害防止対策への取組みを進める上で、まず、
　 ちょっとした気遣いや目配りからくる優しさに立った改善点を見出し、安全施設や安全作業へ
　 のサポートを充実させ、０（ゼロ）災害を目指します。

○ 介護労働者の安全と健康を確保するため、安全衛生指導、4Ｓ運動を徹底し行う。

○ 統括安全責任者の安全パトロールにより、予防型安全管理となるよう指摘事項は昼礼時に発表
　 し、職長と情報を共有し、災害防止に努めます。
○ 毎週水曜日は職長会パトロールを実施し、作業員への声掛けによりコミュニケーションを高
　 め、災害防止に努めます。
○ 危険作業前は関係者が集まり着前検討会を実施し、役割分担の明確化、作業手順の確認、安全
　 上のルール確認を行い、災害防止に努めます。その他にも安全勉強会の実施等で、災害防止に
　 努めます。

上記により作業員一丸となって休業災害ゼロを達成します。

○ 毎週1回の安全パトロールと安全協議会時の是正完了確認
　（職長会を中心に実施する。）
○ 週1回の安全協議会時に現場に即した労働災害事例について、研修を行い、職長への周知を
　 行う。
○ 高年齢労働者に対して、段差のない現場環境の作成。
　（安全通路の整備、スロープ等の作成、照度の確保）
○ 100％安全帯使用の実施により、墜落災害を撲滅する。



77 みつぼしテクノ株式会社 石川支店 白山市 建設業

78 宇谷運輸株式会社 本社営業所 加賀市 運輸交通業

79 Ａ社（事業場名非公表） 非公表 非公表

80 アサヒ株式会社 金沢市 ビルメンテナンス業

81 株式会社豊蔵組 金沢市 建設業

82
介護老人保健施設
山中温泉しらさぎ苑

加賀市 社会福祉施設

83 しらさぎ苑グループホーム 加賀市 社会福祉施設

84 株式会社セーフティ 金沢市 警備業

85
若築・本間・石田特定建設工事共同企業体
（北陸新幹線、能美西任田高架橋）

能美市 建設業

86 津田食品株式会社　料亭 かつ新 白山市 飲食店

87 株式会社田中建材 珠洲市 建設業

88 ＤＩＣ株式会社 北陸工場 白山市 製造業

89 株式会社ホクコク地水 金沢市 建設業

90 株式会社ソテック　本社工事部 金沢市 建設業

91
三協立山株式会社

三協マテリアル社石川工場
宝達志水町

非鉄金属
製造業

92
加賀建設株式会社

（金沢外環状道路海側幹線Ⅳ期地方道改築工事
(浅野川橋梁山側Ｐ8橋脚工)）

金沢市 建設業

○ 高齢者労働災害のうち多数を占めるつまづき転倒災害を予防するため、転倒予防体操「滑り・
　 つまづき・踏み外しを防ぐ」を全職場に回覧。特に50歳以上の従業員に意識付けを行い労働
　 災害発生を予防する。
○ 安全衛生防災委員会の安全基本動作目標に転倒防止を掲げ場内に周知する。

当工場は、4日以上の休業災害は40年以上発生しておりませんが、改めてゼロ災に向けて全員で
取り組んで参ります。

○ 「ゼロ災Challenge！2017」に参加したことを全員に周知し、安全への意識を向上させてゼ
　 ロ災害を達成させる。
○ 社内巡視、現場パトロール強化
○ 高年齢労働者に係る労働災害防止対策
   ・ 筋力の低下、不良姿勢への配慮
   ・ 労働衛生教育等への配慮

○ 期間中は足場上での作業が主であることから
　  ・ チェックシートによる作業員の健康状態確認を行う。
  　・ 両手が塞がった状態で昇降することによるつまづき転倒を防止するために小型の資材つり上
　　　げ装置を設置する。
 　 ・ 足場の昇降階段はステップを滑り止め仕様とする。また、照明と蓄光シールを併用し、暗が
　　　り時の踏み外しを防止する。

○ 安全総点検及び指摘対策の実施
○ 雨漏り及び転倒危険ＭＡＰの作成と工場場内掲示による注意喚起の実施

○ 料亭のため、仕事場には包丁が沢山あるため、衛生管理とともに危険のない使用に心がけ
　 る。
○ 水仕事があり、床が滑りやすくなっていることから、常に水切りで水をなくすようにする。
　（高齢者の為にもなる。）
○ 高齢者対策として、高所に置いてある器具、皿等や重量物の取り扱いは、代わりの者が取る
　 ことにする。
○ 熱湯の液体等の入った鍋、容器類は危険なので持たないように配慮する。
○ 通勤時に自家用車及び営業車の運転には十分な安全運転を心がける。

○ 安全衛生委員会　　1回／毎月開催（従業員からの問題提起）
○ 強化月間（10月～12月）職場の危険箇所点検とフォローの実施
○ 重点活動内容
  　・ 安全大会（研修）の実施
 　 ・ 始業前準備体操の実施
 　 ・ 荷役時の転倒事故防止
　  ・ 疾病加療者の経過フォロー
　  ・ 計画的運行管理による疲労軽減活動
○ 参加申込に当たり
　昨年度から当運動にチャレンジし、従業員の意識高揚となったが最近薄れてきた感があり、再
　度職場を総点検しゼロ災を目指します。

○ 9月8日（金）開催の研修会において、転倒防止の3大原因「すべり」「つまづき」「踏み外
　 し」による転倒災害が増加している現状を説明し、注意喚起を行う。
○ 10月末に発行する会報にて再度上記を周知徹底する。
○ 期間中、現場巡回を安全パトロール的な意味合いを持たせる。

○ 昨年に引続き、高齢者が遭遇する可能性が高い「転倒災害」の防止に努めます。

○「ゼロ災Challenge！2017」ゼロ災宣言証を本社及び全作業所に掲示し、安全に対する意識
　 を高め、期間中の労働災害ゼロを達成します。また、各現場では以下の事項を期間中の重点項
　 目とします。

　・重機作業時には安全ベストを着用し、運転手から確認しやすくする。
　・安全通路の確保を行う。（カラーコーンの設置や段差の明示を行う。）
　・コンクリート打設時の保護メガネの着用。（物の飛散の恐れがある際）

○ 労災事故「ゼロ」を達成します。
　・ 朝礼や会議を通じて、定期的に「ゼロ災Challenge！2017」に参加していることを職員に
　　 周知し、安全意識の向上を図ります。
　・始業前のストレッチ体操の実施を徹底し、特に転倒ゼロ及び腰痛ゼロを目指します。

○ 新幹線工事施工にあたり、労働安全衛生関係法令に基づいた現場ルールを定め、関係者全員に
　 周知し実践します。
○ 期間中は以下の事項を重点目標とし、ゼロ災を目指します。
　 ・ 重機による作業員の激突され災害の防止
 　・ 高所からの墜落・転落災害、転倒災害の防止（高年齢労働者に係る労働災害防止対策）
 　・ 飛来・落下災害の防止

○ 労災事故「ゼロ」を達成します。
　・ 朝礼や会議を通じて、定期的に「ゼロ災Challenge！2017」に参加していることを職員に
　　 周知し、安全意識の向上を図ります。
　・ 始業前のストレッチ体操の実施を徹底し、特に転倒ゼロ及び腰痛ゼロを目指します。

○ 「体調管理の徹底」について、健全な業務遂行は各自の健康の基礎の上に立つことの再認識を
　 図り、生活習慣の見直し運動を実施する。
○ 「転倒災害の防止」のための具体策について、各職場ごとにデスカッション、問題点・改善点
　 の提起の場を設定する。
○ 「通勤時の事故・災害防止」についてキャンペーンを行い、通勤時及び業務中の「交通事故撲
　 滅」運動に取り組む。

○ 声掛けの徹底で無事故・無災害を目指す。

○ 5Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔・躾）の徹底
○ 行動前の指差確認

○ ゼロ災Challenge！2017への参加を全従業員に周知、更なる安全意識を醸成
○ 事業所内の巡回により転倒を起因させる危険箇所がないか確認
○ 業界の事故情報によるＫＹの実施
○ 10月11日（水）辰口メディアアークスビルグランドで電柱からの転落事故、バケット車の逸
　 走等の「危険場面の再現と体感演習」に参加
○ 10月14日（土）能美市文化会館にて安全推進大会に参加し、過去一年間の無事故・無災害を
　 讃え、今後の無事故・無災害を誓う。



93
アール・ビー・コントロールズ株式会社

本社
金沢市

一般機械器具
製造業

94
アール・ビー・コントロールズ株式会社

金石工場
金沢市

一般機械器具
製造業

95
アール・ビー・コントロールズ株式会社

鶴来工場
白山市

一般機械器具
製造業

96 ＳWＳ西日本株式会社 宇ノ気工場 かほく市 製造業

97 鈴木建設株式会社 金沢市 建設業

98 株式会社尾山製作所 加賀市
一般機械器具
製造業

99
酒井工業株式会社

（Ｈ29.30加賀拡幅 庄函渠工事）
加賀市 建設業

100
特別養護老人ホーム
加賀中央慈妙院

加賀市 社会福祉施設

101 北陸発電工事株式会社 志賀事業所 志賀町 建設業

102 肥田電器株式会社 石川工場 中能登町
プラスチック
製品製造業

103 Ｂ社（事業場名非公表） 非公表 非公表

104
特別養護老人ホーム
かんじん川北

川北町 社会福祉施設

105 C社（事業場名非公表） 非公表 非公表

106 アキュテック株式会社 北陸支店 金沢市 建設業

107 有限会社北陸建運 かほく市 運輸交通業

108 日本郵便株式会社 金沢中央郵便局 金沢市 通信業

109 三和建設株式会社 珠洲市 建設業

○ 当社の「事故防止マニュアル」に沿った取組みを実施

○ 作業所重点目標
 　・ 現場周辺環境の確認、騒音、振動、飛散並びに道路汚損等近隣環境の保全
○ 転倒災害防止対策
　 ・ 現場内整理整頓
　 ・ 毎週金曜日一斉清掃実施
○ 安全衛生パトロール（1回／月）

○ 高齢ドライバー向けに折り畳み式アルミ製踏み台を購入し、車両の荷台に常備します。
○ 可視化（見える化）のため、転落注意とつまづき警告のラベルシートを準備して、全車両の
　 両サイドに貼り付け、注意喚起を促します。
○ 安全に関する冊子を事務所に設置し、拝読を促します。
　冊子名　「貨物の正しい積載方法と労働災害の防止」
　            「危険の予知及び回避」
　            「安全運転のための心身の健康管理」
○ 作業手順書を作成して、当該積込みの祭に、指示署と一緒にドライバーに渡します。
○ アルコールチェッカーの横に、血圧計を設置します。

○ 1回／日、役職者によるエラー防止パトロールを行い、充実したＲＫＹ（リスク危険予知）・
　 ＱＹ（品質不良予知）が実施されているか確認し、指示・指導を行う。
○ 1回／月、安全衛生協議会（当社・協力会社）パトロールを継続して実施する。
○ 作業監督、班長はＴＢＭ（ツールボックスミーティング）で作業に従事する高年齢労働者
　（55歳以上）の体調確認を行い、作業の役割分担に配慮して現場に就かせ、災害防止に努め
　 る。
○ 当社及び協力会社作業員全員を対象に安全作業の意思疎通を図るため「模範ＤＶＤ声掛け確
　 認運動」を視聴して意識高揚を図る。

○ 10月6日（金）　安全衛生委員が工場内を巡回。指摘事項は12月までに改善を行う。
　（つまづき・転落・転倒の恐れがないか、重点的に確認）
○ 10月27日（金）　50歳以上を対象とした労働災害防止講習を行う。
　（能登中部保健福祉センター）

○ 全職員に「ゼロ災Challenge！2017」参加を周知・安全意識を徹底
○ 階段など危険な場所に「滑るぞ危険！」ステッカーを標示

○ 腰痛予防対策の徹底
　・ 無理な姿勢での移乗禁止及び適正人員の配置を行う。
○ つまづき転倒防止の徹底
　・ 作業環境の整理・整頓を徹底し、快適な職場環境を維持する。

○ 昨年に引き続き、高齢者の遭遇する可能性が高い「転倒災害」の防止に努めます。

○ 社員から募集した「ヒヤリ・ハット」を基に危険箇所の改善を進める。
○ 安全巡視を実施し、危険箇所の改善を進めます。
○ リスクアセスメント推進

○ しゃがみ込み禁止活動の実施
　　・ 腰痛予防のための活動を推進
○ 「ゼロ災Challenge！2017」活動の周知
　　・ ポスターの掲示・定期的な職場巡視を実施
○ 事故防止のための通路の再点検と改善
○ ラジオ体操の実施と所場巡視の強化
○ 生活習慣の改善による生活習慣病の予防対策
　　・ 金沢病院健康管理センター保健師による健康指導の実施

○ 古い設備の安全カバー設置やつまづき防止の対策を行います。
○ 月１回の5Ｓパトロールによって危険源を事前に発見し、対策を行って労災を防止します。
○ 労使一体となって会社目標である42ヶ月連続労災発生ゼロ（12月末時点）を目指します。

○ 4Ｓ活動の推進
○ 腰痛予防対策

○ 社員から募集した「ヒヤリ・ハット」を基に危険箇所の改善を進める。
○ 安全巡視を実施し、危険箇所の改善を進めます。

○ 社員から募集した「ヒヤリ・ハット」を基に危険箇所の改善を進める。
○ 安全巡視を実施し、危険箇所の改善を進めます。

○ 安全衛生協力会（社員・協力業者）による「安全・感動パトロール」を実施し、各現場を巡
　 回する。
○ 労働災害防止への取組、作業環境・現場周辺環境に配慮した感動ある現場づくりについての
　 取組状況を確認し、意見交換を行う。

○ 本社での取組みに準じ、期間中の安全衛生目標に「高齢者労働者の労働災害防止」と「転倒
　 災害の防止」加え、高齢者労働者の特性（加齢に伴う身体的・精神機能の低下、特に、視覚
　 ・聴覚・平衡感覚が衰えやすい）について、新規入場者教育時や打合せ時に伝達する。
○ 平衡機能の衰えを体感するため、10月～12月中の月1回「片足立ち持続時間」を測定し記
　 録を残し数値化することで、加齢による身体能力の低下具合を自覚してもらい、「転倒災害」
　 と「墜落・転落災害」の防止を目指す。

【意気込み】
毎日、全員無事に自宅に返すための努力を最大限行います。

○ 作業前の点検の徹底で無事故・無災害を目指す。



110 有限会社脊戸組 珠洲市 建設業

111 株式会社河内組 金沢市 建設業

112 サカイ電工株式会社 金沢市 建設業

113 株式会社穴水村田製作所 穴水町
電気機械器具
製造業

114 能登建設株式会社 珠洲市 建設業

115 株式会社森井組 珠洲市 建設業

116 株式会社谷口建設 珠洲市 建設業

117 株式会社鍛冶建設 珠洲市 建設業

118 有限会社共栄建設 珠洲市 建設業

119 株式会社平蔵建設 珠洲市 建設業

120 株式会社サンテック 能登町 建設業

121 宮下建設株式会社 輪島市 建設業

122

株式会社はなみずき
介護付有料老人ホーム
スーパーびゅー蓮花寺

野々市市 社会福祉施設

123 林舗道株式会社 珠洲市 建設業

124 株式会社のとさく 珠洲市 建設業

125 株式会社グリーンテック 珠洲市 建設業

126 D社（事業場名非公表） 非公表 非公表

127 林ベニヤ産業株式会社 七尾工場 七尾市
木材・木製品
製造業

スローガン「墜落・転落・転倒の意識を高めてゼロ災害達成しよう!!」
○ 高所作業での的確な足場の設置（安全な作業床、手すりを設置する。高さ2m未満の箇所で
　 作業する場合にもできる限り手すりを設置する。）
○ 整理・整頓・清掃・清潔を徹底する。作業通路の整地化。
○ 転倒災害が起こりにくい体づくり。日常の適度な運動や始業前体操などに取り組む。

○ 毎月のミーティングで「ゼロ災Challenge！2017」を呼びかけ
○ 交通事故ゼロに向けた安全運転
○ 全員で災害ゼロを目指します。

○ 従業員によるＳＴＯＰ（安全トレーニング観察プログラム）巡回
○ 管理職による安全衛生パトロールの実施
○ ストレスチェックの実施
○ 転倒防止を重点にリスク低減対策の実施
○ 労災事例の従業員への再周知
○ 新人教育の充実
○ 高年齢労働者の労災対策の実施
※ 全職場をあげて、“安全第一”の継続的実践を図る。

○ 全社員一丸となって労働災害ゼロを目指します。

○ 組織一丸となって労働災害ゼロを達成する!!

○ ヒヤリハット活動の実施
　 ・ 自身及び周囲で起こったヒヤリハット情報を集め、月1回部会で情報を共有及び予防策を
　　  協議し、全社員の「ゼロ災」意識の向上に繋げる。

○ ～安全・安心は１人１人の健康から～
○ 安全第一最優先！急がば回れ！
　 職場はもちろん家庭でも、忙しい時ほど安全第一、最優先で。

○ 非定常作業時のはさまれ・巻き込まれの防止に取組む。
○ 特に設備保全時の危険を把握し、作業改善を進める。

○ 労働災害ゼロを目標に労使一体となり取り組む。

○ 安全第一をモットーに従業員みんなで協力し合いゼロ災を達成します。

○ 定期的に現場パトロール及び安全会議の実施

○ 労働災害防止における注意すべき事項
　 ・ 人を思う（怪我させない）心で行動する。
　 ・ 信念が知識を深め、人を動かす“力”になる。
　 ・ 教育は最初が肝心（危険なことを徹底して教える）。
　 ・ 人間は機械ではない（人の行動はあてにならない）。
　 ・ 現場を常によく見る（現場常に変化する）。

○ リスクアセスメント、ＫＹ活動を実施することによりゼロ災を目指します。
○ 年齢、体力に応じた作業に従事できるよう社員の配置を考慮します。

○ これまで、当事業所で起こった労災事故を確認すると介護中の「動作の反動・無理な動作」
　 や「転倒」がほとんどである。
○ 介護開始時、介護中における環境の整備不足や確認の怠りが事故につながることとなってい
　 る。
○ この宣言をきっかけに、継続して注意喚起を続けていきたい。

○ 「高年齢労働者に配慮した職場改善マニュアル」に基づき、高年齢労働者の労働災害ゼロを
　 達成する。
○ 労使協力して、労働災害防止のための取組みを行い、「1000日連続労働災害ゼロ」を達成す
る。

○ 「高年齢労働者に配慮した職場改善マニュアル」に基づき、高年齢労働者の労働災害ゼロを
　 達成する。
○ 労使協力して、労働災害防止のための取組みを行い、「1000日連続労働災害ゼロ」を達成す
る。

○ 社長自ら工事現場に出向き、不安全状態・不安全行動を「見逃さず・黙認せず・妥協せず」、
　 ひとつひとつ危険の芽を事前に摘み取ります。

○ 声の掛け合いにより無事故・無災害を目指す。



128 ＳWＳ西日本株式会社 田鶴浜工場 七尾市
一般機械器具
製造業

129 株式会社小松製作所 金沢工場 金沢市
一般機械器具
製造業

130 前多産業株式会社 白山市 建設業

○ “災害ゼロ、物損ゼロ、火災ゼロ、交通事故ゼロの完全無災害職場の達成”を目標として活動
　 し、高年齢労働者に係る労働災害防止活動としては下記について実施する。
　・ つまづきによる転倒災害の防止
　　　安全靴のつま先確認（つま先が少し上がっているか）
　　　通路が確保されているか巡回
　・ 手扱い重量物による腰痛災害防止
　　　手扱い重量上限20㎏ルールの徹底（女性は12㎏）

※その他、事業場名・取組予定事項等すべてを非公表と希望している事業場２事業場を含め、計１３２事業場（昨年度より17事業場増）。

○ ゼロ災Challenge！2017の実施を全員に周知徹底する。
○ 期間中の重点目標として「不安全行動」・「不安全状態」が生じない現場環境を目指して、ゼ
　 ロ災を達成します。

○ 腰痛予防対
　・ しゃがみこみ禁止活動の実施
　・ ラジオ体操の継続実施
○ ゼロ災Challenge！2017活動の周知
○ 転倒防止対策
　・ 作業工程内及び通路の再点検と改善
○ ポケテナシ運動強化
　 ポ…ポケットに手を入れない、ケ…携帯電話を使用しながら歩かない
　 テ…階段の手すりを使用する、ナ…斜め横断しない
　 シ…指差呼称する


